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秋田市教育委員会令和２年４月定例会会議録

１ 日 時 令和２年４月３日(金曜日)

午後１時30分～午後３時15分

２ 場 所 ５－Ａ会議室

３ 出席委員 教育長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員

４ 出席職員 教育次長

教育次長

総務課長

学事課長

学校教育課長

教職員室長

教育研究所長

学校適正配置推進室長

生涯学習室長

明徳館事務長

総務課長補佐

総務課副参事

学事課長補佐

学校教育課長補佐

教職員室副参事

学校適正配置推進室副参事

生涯学習室長補佐

太平山自然学習センター副所長

自然科学学習館副館長

中央図書館明徳館副参事
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総務課主席主査

総務課主席主査

総務課主席主査

学校教育課主席主査

教職員室主席主査

総務課主任

総務課主任

総務課主事

５ 議 題

【付議案件】

議案第５号 令和２年度秋田市の教育について

議案第６号 職員の人事について承認を求める件

【教育長等の報告】

(1) 新型コロナウイルス感染症への対応に係る学校等の再開予定等について

(2) 秋田市立小・中学校における多忙化防止リーフレットについて

６ 議 事 午後１時30分開会

【委員および職員紹介】

委員から委員再就任のあいさつがなされた。また、４月１日付けの人事異

動後の課長職以上の職員紹介が行われた。

委員 教育委員としてのこれまでの８年間の経験を活かし、法

律の専門家として、また、二人の子供の保護者として、秋

田市の教育に貢献できればと思う。

微力ではあるが、よろしくお願いする。

【教育長職務代理者の指名】

教育長 教育長職務代理者については、平成３１年４月１日から

加藤委員を指名している。その任期については、特に定め
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がなく、制度上は次の代理者を指名するまでの期間となっ

ている。

私としては、代理者の任期は、おおむね各年度ごとにし

たいと考えているため、今年度については、これより、髙

堂委員を教育長職務代理者に指名したいと思う。髙堂委員、

どうかよろしくお願いする。

【令和２年３月定例会会議録の承認】

令和２年３月定例会会議録について、異議がないため承認された。

【会議録署名委員の指名】

教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

議案第５号 令和２年度秋田市の教育について

教育長 議案第５号「令和２年度秋田市の教育について」、事務

局から説明願う。

総務課長

学校教育課長

（資料に基づき説明）学校適正配置推進室長

学事課長

生涯学習室長

委員 資料17ページ「次世代型学校ＩＣＴ環境の整備」につい

て、大きな予算をつけて動き出すようだが、ＩＣＴ環境の

整備は、新型コロナウイルス感染症が拡大している中で、

自宅でも学習ができるようになるために有効であると感じ

ることから、期待している。

現在、どのように動いていて、いつごろ端末を配布する

のか教えてほしい。

学事課長 令和３年の３月には、校内ＬＡＮの整備を完了すること
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を目指している。また、小学４～６年生については、プロ

グラミング教育が始まるため、今年度において端末器を優

先的に配布したいと考えている。

教育長 ＩＣＴ環境の整備および端末の配布は、国の経済対策で

ある「ＧＩＧＡスクール構想」に沿って行われる。この経

済対策により、国から、端末１台当たり４万５千円が上限

の補助金が出るが、その期間が令和５年度までとなってい

る。ある程度の目安として、令和５年度までの期間で、整

備を進めていきたいという認識でよいか。

学事課長 そのとおりである。

教育長 資料36ページ「子どもの成長段階に応じた読書活動の支

援」の「読書の記録帳」については、今年度で３年目にな

るが、現在の発行部数はどの程度か。

今年度の発行部数は、２月末現在で、1,400冊程度であ中央図書館明徳館副参事

る。このうち、新規登録者数は、1,400人より若干少なく、

昨年度の同内容と比較して若干少ない程度となっている。

教育長 「読書の記録帳」の発行は、子どもが図書館を利用する

動機の一つとなっていると考えてよいか。

そのような考えで間違いない。中央図書館明徳館副参事

委員 最近は、ＳＮＳの普及で、子どもたちが短い文章に慣れ、

長い文章を読むのが苦手になっているのではないかと心配

している。司書にも頑張ってもらいながら、子どもたちが

本に接する機会を増やして欲しい。

委員 資料16ページ「コミュニティ・スクールの運営」につい

て、コミュニティ・スクールを１年間実施してみて、どの

ような成果があったか。

学校教育課長 各小・中学校の管理職および学校運営協議会委員の代表

が集まる「コミュニティ・スクール連絡協議会」を設け、

各学校の取組について共有した。

学校評議員制度の時の取組から先に進めなかった学校も

あったが、情報を共有することで、新たなヒントが得られ、

今年度、次の段階に進めるのではないかと感じている。

委員 コミュニティ・スクールは、地域のかたがたも、学校に
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関わることができるということで期待していると思われる。

着実に運営を進めて欲しい。

資料18ページ「学校司書配置事業」について、今年度は、

学校司書を22人から25人に増加したということだが、一人

当たり何校程度受け持っているのか。また、全ての小・中

学校に十分に司書が配置されているのか。

教育研究所長 昨年度は、一人あたり３校程度であったが、22人から25

人に増加したことで、今年度については、一人あたり２校

程度となっている。

委員 司書一人が受け持つ学校が減り、担当の学校にあてる時

間が延びているという認識でよいか。

教育研究所長 その認識で間違いない。

委員 学校訪問で図書館を見た際は、司書によって特徴が出て

いるように感じられ、印象的であった。できるだけ子ども

たちに良書に触れてもらうためにも、学校司書の配置を充

実させてほしい。

委員 「秋田市の教育について」は、どのような形で公表され

るか。

教育長 来週実施予定の秋田市小・中学校長会において、各校の

校長に配布する。

教育委員会定例会の資料として公表はしているか。

総務課長 「秋田市の教育について」は、例年秘密会で行うもので

はないため、定例会資料として、ホームページ上で公表し

ている。

委員 学校訪問では、学級生活支援サポーターの人数を増やし

てほしいという教員の意見があったが、その意見を反映さ

せ、数を増やしていたり、ＩＣＴ環境の整備および学校統

廃合の問題等、最近話題となっている点についての今後の

方針が書かれていたりと、現時点で対応すべきことについ

て、可能な限り対応している印象である。

23ページの「秋田市いじめ対策委員会の運営」について、

昨年度、どのような活動をし、どのような提言や意見があ

ったのか。

教育次長 「秋田市いじめ対策委員会」では、「月ごとにいじめが
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何件あったか」を報告し、解決に時間のかかっている事案

について助言をいただいている。また、いじめ防止リーフ

レットを見てもらい、本市の取組についての助言をいただ

いている。

委員 会議は、年何回程度開催しているか。

教育次長 本委員会の定例会は、年３回開催している。

※ 議案第５号については、全員賛成により、議決された。

議案第６号 職員の人事について承認を求める件

教育長 議案第６号「職員の人事について承認を求める件」につ

いて、事務局から説明願う。

総務課長 （資料に基づき説明）

※ 議案第６号については、全員賛成により、議決された。

【教育長等の報告】

(1) 新型コロナウイルス感染症への対応に係る学校等の再開予定等について

教育長 報告(1)「新型コロナウイルス感染症への対応に係る学校

等の再開予定等について」、事務局から説明願う。

総務課長 （資料に基づき説明）

委員 学校再開にあたり、家庭での検温を実施するようだが、

学校での検温は実施しないのか。

学校教育課長 基本的に自宅で検温してもらい、検温カードに記入し、

朝、健康観察とともに提出してもらう、という流れである。

家での検温を忘れた場合は、学校で検温をする。

委員 「家での検温を忘れたが実は熱があった」という子ども

が紛れている可能性を考えると、学校の玄関等で、かざす

だけで検温ができる機械等を使って検温するなどできない

かと思う。
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教育次長 現在、病院では、患者の顔にかざすだけで検温が出来る

検温器が見られて、大変便利である。

検温器の整備も重要であるが、一番大切なのは、家庭と

の連携であると、秋田市ＰＴＡ連合会の役員とも確認して

いる。家で検温し、熱がある場合は、登校させないように

してもらう。検温を忘れた場合は、速やかに学校で検温を

し、熱がない場合は校内に入れる、という段階を踏んでい

る。学校に来てから熱が上がった場合も、すぐに迎えに来

てもらうよう保護者に話をしている。

委員 万が一、学校で初めて熱があることがわかった子どもが

いた場合、別室に案内し、迎えを待ってもらう等の対応も

必要だと思う。

教育長 子どもに熱があった場合や、具合が悪くなった場合は、

すぐに保健室で検温をし、子どもを休ませ、保護者に連絡

をして迎えに来てもらうという対応をする。この場合の対

応については、現在学校が行っている対応を細やかに行っ

ていくことが大切であろう。

委員 １か月ぶりの学校再開ということで、子どもたちも楽し

みにしているだろう。教員は、衛生面について、除菌清掃

をしたり、洗面所の石けんを確保したり今まで以上に気を

遣っていることと思う。毎朝の家庭での検温については、

親だけでなく、子ども自身も自覚をして行っていかなけれ

ばならないという指導を行ってほしい。

現在、秋田県の感染については、県外から来た人につい

て感染が確認されている状況であるので、今まで以上に衛

生面に気をつけて欲しい。特に、低学年の子どもたちは、

授業を早めに切り上げて手洗いうがいの時間を確保するよ

うなことがあってもよいと思う。首都圏等からの新入生・

転入生、教員についても待機の依頼をしており、万全な対

応をしていることと思うが、万が一感染者が出た場合は、

協力して対応してほしい。部活動についても、久しぶりの
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再開であるため、事故のないよう、ゆっくりとスタートし

てもらいたい。

学校再開にあたり、大変なこともあったと思うが、この

先もみんなで助け合っていければと思う。

委員 万が一感染者が出た場合の各学校での具体的な対応策に

ついて、あらかじめ確認し、共有してほしい。

教育長 新型コロナウイルス感染症の影響で、社会全体が大きな

危機を迎えている中で、大人だけでなく、子どもにとって

も、日常生活における大切なことを学習する時期なのでは

ないかと思う。学校に行かない日も朝起きて熱を測ったり、

何かした後に手を洗ったりということを習慣化し、学ぶ機

会にしてもらえればと思う。そういった意味を込めての、

学校での指導だと思ので、しっかりと指導してほしい。

委員 現在、秋田県では感染事例が９例出ているが、感染経路

等も判明しており、感染者をきっちり把握できているので、

学校でクラスターが発生したりするような恐れはないとい

う判断をしていることと思う。

一番大切なのは、学校と家庭の協力体制である。この協

力体制が崩れてしまうのが一番怖いので、情報共有は当然

だが、意識の方向性も一致させてほしい。学校が家庭に何

かお願いをする時は、しっかりとした方針を掲げることで、

信頼関係につながり、子どもも活発に活動できるようにな

ると思われるので、よろしくお願いしたい。

マスク着用の励行を働きかけるとあるが、現在、秋田市

内でも、マスクが品薄のようである。「マスクがないのに、

どうすればよいのか」という具合に信頼関係が崩れては困

るので、上手く説明してほしい。

教育次長 先日の秋田市小・中学校長会において、「マスク着用を

心がけ、ない場合は作ってほしい」という内容を伝えたが、

この内容を伝えてよいかどうかについて、秋田市ＰＴＡ連

合会役員と前もって話し合った。その際、ぜひ伝えてほし



- 9 -

いという話をいただいたが、「マスクを作るよう伝える際

には、マスクの作り方もしくは詳しい作り方が掲載されて

いるサイト等を紹介してほしい」という話があったので、

学校には、手作りマスクに関する情報も含めながらマスク

着用の協力を呼びかけている。

委員 能代市立二ツ井小学校では、地元の婦人会の方々が、児

童生徒用のマスクを人数分作り、寄附したという話も聞い

ている。このような、地域との協力体制も必要であると思

う。

委員 国も、小・中学校にはある程度優先的にマスクを配布す

るという話をしているが、いつになるかはまだ分からない

ようである。

教育長 マスクについては、まず医療現場から優先的に配布して

いくようである。

委員 時期的に、県外からの新入生・転入生および教員もいる

と思う。４月に自宅待機するのは、学習や業務を進めて行

く上でも抵抗があると思うが、個別にしっかりと健康状態

の確認をとり、登校および出勤に関して無理をしないよう

に伝えてほしい。美郷町役場に採用となる前に感染が発覚

した男性について、特に美郷町役場から連絡はしていなか

ったという報道がされていたので、新規採用職員について

も、しっかりと連絡をとるべきであると感じた。

教職員室長 新規採用の教員および講師計52名に電話連絡をし、健康

状態を確認し、感染が拡大している県から転入する者につ

いては、秋田県に来た日の翌日から２週間自宅待機してい

ただくということで理解をもらい、当該校の校長にも確認

をとっている。また、電話連絡の都合上、配属校の校長と

連絡が取れていない教員および講師がおり、そのような人

については、自宅待機期間にも、校長もしくは本人から電

話連絡をとってもらうよう確認している。加えて、「出勤

前には必ず健康状態を確認し、無理をしない」ということ
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を校長から伝えるよう呼びかけている。

最初の出勤が少し遅れるが、年度の途中からでもスムー

ズに業務を行えるような体制作りをしている。

教育長 この２週間の待機は、さまざまな遅れは出るものの、県

外から来た人およびそれを迎える学校側にとっても安心で

あり、新入生・転入生および新規採用の教員を心から歓迎

できるようにしたいという気持ちを込めた対応である。

教育次長 県外からの新入生・転入生について、学校から２週間の

待機をお願いする前に保護者の方が心配して「転校して大

丈夫か」と聞いてくるケースもある。一方で「なぜ自分の

子どもだけ休まなければならないのか」と抗議する保護者

もいる。その際には、県外から来た人およびそれを迎える

学校側両方にとっても安心であるということを伝え、理解

をいただいている。現在学校では、このような対応の最中

であり、来週くらいまで続く見込みである。

委員 以前、ＡＬＴが半分程度入替わるという話を聞いたが、

新規に海外から来るＡＬＴについての対応はどのようにな

っているか。

教育次長 オーストラリア政府からは、「オーストラリア出身のＡＬＴ

については、全員帰国させてほしい」という連絡があり、

オーストラリア出身のＡＬＴについては、全員３月中に帰

国した。その他、出身国から同様の要請があった場合には、

帰国してもらうことになるだろう。

帰国させる旨の要請がない国出身のＡＬＴについては、

夏休み中に入替わりが行われるが、出身国で感染が拡大し

ていた場合、帰国させるのには抵抗があり、日本に入国す

るＡＬＴについても、さまざまな制限がつくと思われる。

ＡＬＴの入替えについては、各自治体ともに、考慮しなけ

ればならないことが多数あり、大変であると思われる。

委員 授業に影響が出る可能性はあるか。

教育次長 小学校に優先的にＡＬＴを配置するため、中学校に配属
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となっているＡＬＴを小学校へ配置転換させることはあり

得る。それに伴い、中学校では、ＡＬＴのいる授業が少な

くなる可能性がある。

教育長 十分にＡＬＴを配置できない可能性があるが、ＪＥＴと

も十分連絡を取りながら、できるだけＡＬＴの数を確保す

るようにお願いしたい。

※ 新型コロナウイルス感染症への対応に係る学校等の再開予定等につい

ては、以上のとおり終了した。

(2) 秋田市立小・中学校における多忙化防止リーフレットについて

教育長 報告(2)「秋田市立小・中学校における多忙化防止リーフ

レットについて」、事務局から説明願う。

教職員室長 （資料に基づき説明）

教育長 教員の働き方改革については、学校内の理解だけでは、

一向に現状が変わらないと説明があったが、そのとおりで

あると思う。

教員の働き方改革について、秋田市ＰＴＡ連合会とも連

絡をとったとのことだが、何か反応はあったか。

教職員室長 「保護者としては、リーフレットに載っている取組事例

だけでなく、自分の子どもが通っている学校の取組事例に

ついても説明願いたい」という話があった。このことにつ

いて、４月９日の秋田市立小・中学校長会で、各校長に説

明したい。

教育長 各校それぞれ、多くの保護者が集まる機会があるので、

その際に、このリーフレットを提示して、各校の取組につ

いて説明してほしい。

委員 リーフレットは、とても見やすく、分かりやすいと思う。

配布して終わるのではなく、ホームページに掲載するな

ど、広く周知してもらい、児童生徒、保護者および地域の

かたがたにも各校の教員の働き方の現状を理解していただ

くとともに、これからどのような取組をしていけばよいか

を共に考える機会を与えてくれればと思う。
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委員 私の子どもが通っている学校では、教員の多忙化防止の

ための取組について配布物をいただいた。このように周知

をしている学校と、そうでない学校があるように思われる。

秋田市立小・中学校長会でアナウンスをしてもらうことで、

各校の取組がより周知されることを期待している。

委員 「全市共通実践事項」「各校の取組（例）」ともに、カ

テゴリー別に記載されていて、大変見やすいと思う。多忙

化防止対策の視点も明確化されたことで、年度が変わって

も、臨機応変に取り組みやすいのではないかと感じた。秋

田市ＰＴＡ連合会とも連絡をとりながら、本リーフレット

を完成させたことは、大きな一歩であると思う。本リーフ

レットを活用しながら、今年度も、教員の多忙化防止に努

めてもらえればと思う。

委員 教員は、多数の業務があり、大変であると思う。日本の

教員は、世界の中でも多忙であると聞いたことがあるが、

リーフレットを見ると、そのことにも納得できる。何か抜

本的な解決策はないのかと思う。

教育長 教員の多忙化防止に向けた教員定数の改善については、

全国都市教育長協議会や中核市教育長会でも、最優先事項

として国に要望をしているところである。引き続き、教員

の数を増やしてもらえるよう、要望を続けていきたい。

※ 秋田市立小・中学校における多忙化防止リーフレットについては、以

上のとおり終了した。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 ５月定例会の日程についてお知らせする。定例会は、原

則毎月第４木曜日としているが、５月定例会については、

教育長が他の公務と重なる可能性があることから日程を調

整中である。日程が決定次第、お知らせする。

教育長 ５月定例会については、日程が決定次第、連絡をお願い

する。委員の皆様、よろしくお願いする。

午後３時15分閉会


